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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 3,601 9.5 △3 ― △19 ― △9 ―
24年3月期第3四半期 3,289 △14.8 38 △45.6 26 △55.8 74 59.2

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 △7百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 56百万円 （292.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 △26.97 ―
24年3月期第3四半期 204.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 6,825 1,723 25.2 4,731.25
24年3月期 6,276 1,742 27.8 4,783.04
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  1,723百万円 24年3月期  1,742百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 30.00 30.00
25年3月期 ― ― ―
25年3月期（予想） 30.00 30.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,100 13.4 75 30.3 55 51.3 45 △33.7 123.55



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 400,000 株 24年3月期 400,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 35,783 株 24年3月期 35,783 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 364,217 株 24年3月期3Q 364,217 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)における日本の経済情勢は、震災後の

復興需要によってなだらかな回復が見られるものの、長引く円高情勢や近隣諸国との国交不安などによって一層緊

張感が高まっており、依然として先行き不透明な状況が続いておりました。しかしながら12月の政権交代を機に為

替動向及び株価に変化がみられるようになり、決して楽観視はできないものの景気回復への足掛かりとして新政権

への期待が高まっている状況であります。  

 住宅産業においては、持家新設住宅着工件数が９月以降昨年対比で増加傾向にあり、消費税増税が施行されるま

での間このような状況が続くものと予想しております。また既存住宅のリフォーム需要は依然好調であり、特に助

成金の対象となる介護リフォームなどは今後ますます増加するものと思われます。 

 このような環境の中で当社グループの状況は、取引先への情報提供を継続的に発信し、市場のトレンドと法規制

や補助金等の情報を連携して提案することで販売アイテムの拡大を図っております。また合板やボードなどの材料

価格が激変する中で事前情報を的確に察知し、良質で求めやすい商品をお客様に提供しております。一方分譲住宅

販売に関しては、木材問屋ならではの良質な材料を使った品質の高い住宅建設を継続して行っており、お客様に木

のぬくもりを感じていただける空間を提供しております。更にリフォーム事業では、増改築などの大掛かりな工事

から階段の手すり取付まで大小さまざまな工事の相談を受けており、都度お客様のニーズに合ったリフォームプラ

ンを提案・施工してまいりました。 

 営業本部におきましては、プレカット拡販と販売アイテムの拡大を基軸に得意先のニーズを的確につかむ営業活

動を展開してまいりました。特にプレカットでは協力工場との情報交換を密に行い、短納期・低価格などの要望に

も可能な限り対応する体制で臨みました。また、販売強化商品のプランボード提案なども継続して行っており、販

売量の拡大に努めてまいりましたが、競合他社との差別化を図るには至っておらず苦しい状況が続いております。

 市場本部におきましては、当第３四半期連結累計期間では主軸の分譲住宅販売が予定販売数を大きく下回り苦し

い状況が続いております。しかしながらリフォーム事業につきましては、大型案件の獲得や助成金対象の介護リフ

ォーム受注など徐々にボリュームも増えており、費用対効果の高いリフォームを提案してお客様に満足いただける

よう施工に努めております。また、一般消費者向けの圧縮木材を使った商品展開も第２弾となるゴルフパターが近

日中に発売開始となるため、今後の販売展開に向けて準備を進めております。 

 不動産事業におきましては、連結子会社の株式会社三重ナゴヤホームズの分譲マンションがいよいよ完成間近と

なりましたが、本格的な販売開始は１月中旬からとなるため当第３四半期連結累計期間の業績には貢献できません

でした。なお、賃貸物件においては継続して安定的な収入を継続して確保することができました。 

 以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は3,601百万円（前年同期比312百万円増、

9.5％増）、経常損失は19百万円（前年実績は26百万円の経常利益）、四半期純損失は９百万円（前年実績は74百

万円の四半期純利益）となりました。 

   

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末（平成24年12月31日現在）の当社グループの財政状態は、分譲物件の開発が進展

しているものの、既設物件の販売が予定どおりに進捗していないことから、たな卸資産が前連結会計年度末に比

較して538百万円増加しました。一方で、在庫調整のために仕入数量を抑制していることから、仕入債務は前連結

会計年度末に比較して45百万円の減少となりました。 

 有形固定資産では、減価償却の進行に伴い、前連結会計年度末に比較して８百万円の減少となりました。投資有

価証券につきましては、一部銘柄の売却はあるものの、12月の政権交代による景気刺激策への期待感から株価が上

昇し、前連結会計年度末と同程度の金額となりました。 

 また、分譲物件開発資金を有利子負債にて調達していることから、借入金残高は前連結会計年度末に比較して

592百万円増加しました。これらを統合して現金及び預金の残高は、前連結会計年度末に比較して７百万円減少し

ております。 

 この結果、負債純資産合計が前連結会計年度末に比較して549百万円増加したことを主要因として、自己資本比

率は前連結会計年度末に比較して2.6ポイント減少の25.2％となりました。 

   

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

  通期連結業績予想につきましては、平成24年11月７日に開示しました通期連結業績予想から変更はありません。

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当該事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 当該事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、この変更に伴う影響は軽微であります。 

  

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 613,360 605,811

受取手形及び売掛金 887,687 899,381

たな卸資産 1,036,814 1,575,268

その他 65,776 61,616

貸倒引当金 △5,150 △4,450

流動資産合計 2,598,488 3,137,627

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 550,024 541,721

有形固定資産合計 3,111,635 3,103,332

無形固定資産 2,207 2,093

投資その他の資産   

投資有価証券 478,070 478,409

その他 116,305 132,745

貸倒引当金 △30,561 △28,941

投資その他の資産合計 563,814 582,213

固定資産合計 3,677,657 3,687,639

資産合計 6,276,146 6,825,267

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,046,167 1,001,102

短期借入金 1,024,000 1,340,000

1年内返済予定の長期借入金 752,421 1,037,610

未払法人税等 2,124 2,230

賞与引当金 15,000 7,500

役員賞与引当金 5,600 －

その他 94,002 116,271

流動負債合計 2,939,315 3,504,714

固定負債   

長期借入金 736,950 727,780

繰延税金負債 610,699 609,886

退職給付引当金 92,562 95,810

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 128,605 128,585

その他 18,800 28,138

固定負債合計 1,594,768 1,597,351

負債合計 4,534,083 5,102,065



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,518,435 1,497,684

自己株式 △107,730 △107,730

株主資本合計 1,617,272 1,596,521

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 124,790 126,680

その他の包括利益累計額合計 124,790 126,680

純資産合計 1,742,063 1,723,201

負債純資産合計 6,276,146 6,825,267



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 3,289,579 3,601,785

売上原価 2,676,658 2,975,714

売上総利益 612,921 626,070

販売費及び一般管理費 574,777 629,473

営業利益又は営業損失（△） 38,144 △3,403

営業外収益   

受取利息 181 156

受取配当金 11,788 13,968

仕入割引 10,467 10,157

その他 3,438 3,133

営業外収益合計 25,876 27,415

営業外費用   

支払利息 31,378 35,642

売上割引 6,394 7,825

その他 39 19

営業外費用合計 37,811 43,488

経常利益又は経常損失（△） 26,208 △19,475

特別利益   

投資有価証券売却益 － 25,464

特別利益合計 － 25,464

特別損失   

固定資産処分損 275 187

投資有価証券評価損 6,017 －

貸倒引当金繰入額 － 5,380

環境対策費 4,636 －

特別損失合計 10,929 5,567

税金等調整前四半期純利益 15,279 421

法人税等 △59,298 10,245

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

74,577 △9,824

四半期純利益又は四半期純損失（△） 74,577 △9,824



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

74,577 △9,824

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △18,547 1,889

その他の包括利益合計 △18,547 1,889

四半期包括利益 56,030 △7,934

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 56,030 △7,934

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。 

   

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  2,753,440  232,003  304,136  3,289,579

セグメント間の内部売上高又は振替高  24,111  32,501  60  56,673

計  2,777,552  264,504  304,196  3,346,252

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △60,030  △11,967  135,641  63,644

利益 金額

報告セグメント計  63,644

セグメント間取引消去  1,567

全社費用（注）  △39,002

四半期連結損益計算書の経常利益  26,208

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  2,968,401  268,921  364,462  3,601,785

セグメント間の内部売上高又は振替高  26,696  20,413  300  47,410

計  2,995,098  289,335  364,762  3,649,195

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △65,933  △47,535  136,409  22,940



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

   

 該当事項はありません。 

   

   

 当社は、住宅事業をより一層強化するため、市場開発部と不動産部を統合して住宅事業部を新設することを、平

成25年１月30日開催の取締役会にて決議いたしました。これに伴い、従来の報告セグメントでは「不動産事業」に

含まれておりました不動産部につきましては、新たな報告セグメントでは住宅事業部として「市場本部」に含まれ

ることとなりました。 

 この変更は当社グループ内での事業区分の見直しであるため、連結財務諸表等全体の売上高、損益、資産及び負

債等に与える影響はありません。  

利益 金額

報告セグメント計  22,940

セグメント間取引消去  1,313

全社費用（注）  △43,729

四半期連結損益計算書の経常損失（△）  △19,475

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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